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小樽市議会議員 安斎哲也の活動報告紙 

あんてつ通信第５４号 
２０１８年４月１０日発行 

  
第１定で新年度予算案を可決。 
 平成３０年小樽市議会第１回定例会（2/21～
3/20）において、小樽市の新年度予算案の採決を
行い、議会として総額８億円の減額修正をした上で
可決しました。まず今回の市長提案において、市議
会が減額修正したものと理由は以下の点です。 
●市民との対話のためとして７５万円の市長交際
費を１００万円に増額した分の２５万円を減額。町
内会の新年会や各種懇親会の出席が主なことであ
り、対話というなら増額せずとも可能。 
●IT 企業関連企業誘致補助金１，０００万円を０円
に減額。２年連続で実績も見込みもないため。 
●創業支援事業費１，９００万円を１，５００万円
に減額。見通しなく増額したため。必要であれば補
正予算で対応可能。 
●市長の「海に投雪はどうか」という考えから山の
塩谷五助沢に新たに雪処理場を設けるとした経費
２，０３０万円を０円に減額。環境問題や地域との
十分な協議をしていないことから保留。 
●港湾計画改定事業費２０万円を０円に減額。自身
の判断で港湾計画改定を中断したのに、今度は理念
をつくる会議費を計上。お金をかけずとも可能。 
●昨年の期間外の遊泳禁止区域での水難事故を受
け、銭函にだけ特化して計上した水難救助備品代４
３５万円を０円に減額。 

●除排雪業務委託料７億６，０００万円を０円に減
額し計上保留。明確な基準のない除排雪、突如のス
テーション増による経費増、市民要望に答えないパ
トロールの強化という名の排雪抑制、排雪量の減を
毎年度続けるなど多くの疑問と疑念がある制度改
悪のままの予算は認めることは出来ないため。 
 以上の点から減額修正を行いました。このほか市
民の皆様に関わる行政経費については原案のまま
可決しました。 

市長公約事業で１３．６億円。 
 ２月２７日の「質疑及び一般質問」において、森
井市長が自身の公約を優先することが目的となり
支出が増え財政の硬直化が進んでいる状況につい
て質問しました。いくつか抜粋して載せます。 
（１）公約に関連して 
【質問】この３年で市長公約として除排雪を除き新
規又は拡大した事業はいくつあり、総額は。 
【答弁】合計５６事業、１３億６，０８６万４，０
００円となっております。 
【質問】任期最後の予算編成で、公約に明記してい
たのに達成出来ていない事業は何ですか。 
【答弁】「老健施設の充実」は増床の予定がないた
め、「札樽間の交通アクセス、利便性の向上」と「プ
ール建設」は時間を要するため、「駅前広場の再開
発」は関係者との情報交換を行っている段階、「中
心市街地に市営住宅を建設」は検討を行っているた
め実現に至っておりません。 
（２）歳入増加策について 
【質問】将来人口を見据えた都市インフラの更新・
改廃を検討しないとならないと思いますが。 
【答弁】施設の長寿命化による更新費用などの縮減
に努めながら、長期的には、まちづくりの各関連計
画を踏まえた見直しを図り、更なる縮減を目指す。 
（３）コスト削減について 
【質問】千葉県我孫子市の福嶋浩彦元市長は、市長
時代、少子高齢社会において、提案型公共サービス
民営化制度を導入しました。小樽市においても同制
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度の導入をすべきと考えますがいかがですか。 
【答弁】今後においては、他都市の事例の収集に努
めてまいりたいと考えております。 
【質問】森井市長による除雪地区の分割や入札のや
り直しなど無駄な経費をかけているのにサービス
が劣化。全市的に除排雪路線を見直すべきですが。 
【答弁】現状の７地域や除排雪路線の見直しにつき
ましては、これらの進捗状況や、地域間で除排雪路
線延長に差があり、作業の遅れが目立つ地域がある
ことなども勘案し、検討してまいりたい。 
（４）減給条例に関連して 
【質問】市長になって歳入増加策を打ち出せず、自
信の公約や除雪制度の見直しで無駄に税金の支出
を増やし、トップ会談で事業者との信頼関係を失墜
させ「ふれあいパス」で混乱を招いたことを考えれ
ば、１ヶ月５０％の減給は甘い上に退職金は増えて
いきます。退職金はいくらで最初の市長選で掲げた
退職金返上の考えはないのですか。 
【答弁】退職手当の額は約１，８００万円でありま
す。その考えは、もう今は持っておりません。 

主な活動 
■２月２３日 ネットワーク・らんと語る会 

毎年開いてくれているネ
ットワーク・らんさんと
の語る会に参加しました。
今回は子育て支援が主な

テーマでしたが、保育環境や公園のことなどはじめ、
劣悪な除排雪の状況についても沢山の問題点を頂
きました。皆さん現場で活躍されてるとともに研修
を重ねている方々なのでとても勉強になりました。 

■３月１５日 北陵中の第１回卒業式 
もともと私の母校の小学
校であった北陵中学校の
卒業式に出席させて頂き
ました。北陵中は今年度、
北山・末広の２中学校の統

合校として誕生したことから、第１回目の卒業式と

なりました。校長先生のお言葉と生徒たちへのエー
ルを込めた１曲。証書を受け取る間にも涙を流す生
徒たちもいました。生徒たちそれぞれの送る言葉も
感動しました。 
■３月１８日 アームレス大会 

10 年目を迎えたアームレ
スリングガッチリ選手権
大会が開催されました。連
盟の佐藤禎洋会長とクラ
ブの安田会長とのご縁で

毎年開催地を代表してご挨拶させて頂いてます。 
【２月】主な活動 

 ２日 総務常任委員会（石狩湾新港関係） 

 ３日 稲荷神社節分・余市雪あかりの路に参加 

 ８日 朝里小で雪あかり外国人ボラのおもてなし 

 ９日 第２０回小樽雪あかりの路（～１８日） 

１０日 緑小学校閉校式 

２０日 小学校スキー授業サポート 

２１日 第１回定例会開会（～３月２０日） 

２２日 北海道「炭鉄港」議連役員会（札幌） 

２３日 ネットワーク・らんと語る会 

２４日 第１０回あんてつと語る会 

【３月】 

１５日 北陵中第１回卒業式 

１８日 第１０回アームレスリング大会 

２５日 小樽稲荷神社春季例大祭 

２６日 祝津にしん群来まつり第１回打ち合わせ 

２９日 観光協会マップ搬入作業 

※毎週土曜日は朝６時半から運河清掃を実施中。 

第１１回あんてつと語る会 
５月１４日（月）１８：３０～２０：００ 

小樽市民センター５号会議室 

活動報告と意見交換をさせて頂きますので、ご来場お

待ちしております。 

編集発行：安斎哲也 携帯：090-1642-2012 

Email：te28anzai@gmail.com 

HP：http://te28anzai.com/ 
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